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始祖鳥 の 遺言

０期 田村 昭夫

コンニチワー 「金大渡り鳥部」の始祖鳥、田村です。

始祖鳥も歳には勝てず、今はやっと歩いている次第です。今年は野沢にも行けず

申し訳ありません。皆様にお会い出来ないのが残念です。

それで皆さまにお願いがあります。

私の遺骨を倉谷のベルハイムにある「愁心」の碑の下に埋めて欲しいのです。

そして酒を飲んで馬鹿騒ぎをして下さい。さらに倉谷を昔の様に炭焼きの里とし

て復活させて下さい。

これは私の遺言です。

追 伸

トランプ大統領の言動は無視すべきです。これからは日本海の時代です。

我が国は、アジア諸国とは仲良く付き合い、ユーラシア大陸を東で支え、

西のイギリスと協力して島国の文化を世界に拡めるのが二十一世紀の役割

でありましょう。

砂漠の中で生じたユダヤ教・キリスト教・イスラム教は争いの元であり、

極東の穏やかな宗教は平和の源です。我々渡り鳥は世界平和の使いがその

使命です。

朱鷺（ニッポニアニッポン）を、世界を飛び交う渡り鳥に育てましょう。

Trust thyself: every heart vibrates to that iron string
Ralph Waldo Emerson

※この文章は、第２０回記念式典へのメッセージを転記したものです。


